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一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
時
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
係
る
密
約
に

対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
認
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
〇
〇
九
年
九
月
十
六
日
、
当
時
の
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
け
る
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
以
下
の
四
点
に
関
し
、
い
わ
ゆ

る
密
約
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
外
務
省
に
お
い
て
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員

会
」
（
以
下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
立
ち
上
げ
、
同
年
十
一
月
末
を
目
処
に
そ
の
存
在
の
有
無
を
徹
底
調
査
す
る
旨
の

大
臣
命
令
を
同
省
に
出
し
た
と
承
知
す
る
。

①

一
九
六
〇
年
一
月
の
安
保
条
約
改
定
時
の
、
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

②

同
じ
く
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
関
す
る
密
約

③

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
時
の
、
有
事
の
際
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

④

同
じ
く
、
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
密
約

そ
し
て
二
〇
一
〇
年
三
月
九
日
、
岡
田
大
臣
は
、
「
委
員
会
」
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
（
以
下
、
「
報
告
書
」
と

い
う
。
）
を
公
表
し
た
。

「
報
告
書
」
に
は
、
②
に
関
し
、
以
下
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一



第
三
章

朝
鮮
半
島
有
事
と
事
前
協
議

（
�
）

朝
鮮
半
島
有
事
の
際
は
場
合
に
よ
っ
て
は
事
前
協
議
を
免
除
す
る
非
公
開
の
「
朝
鮮
議
事
録
」
は
、
今
回
の
調
査

で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
（
た
だ
し
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
し
）
。

（
�
）

一
昨
年
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
「
朝
鮮
議
事
録
」
は
、
外
務
省
で
み
つ
か
っ
た
最
終
案
と
本
文

は
同
一
。
し
か
し
日
付
は
六
十
年
六
月
二
十
三
日
付
。
政
権
交
代
を
予
測
し
て
、
批
准
書
交
換
時
に
「
準
備
会
合
」

を
開
催
し
、
署
名
し
た
可
能
性
あ
り
。

（
�
）

今
回
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
「
朝
鮮
議
事
録
」
が
密
約
と
い
う
性
格
を
帯
び
た
文
書
で
あ
る
と
の
認
識
を
日
本

側
交
渉
当
事
者
が
持
っ
て
い
た
の
は
確
実
。

（
�
）

「
朝
鮮
議
事
録
」
に
つ
い
て
日
米
間
で
連
日
会
談
を
重
ね
た
と
さ
れ
る
一
九
五
九
年
十
一
月
後
半
か
ら
十
二
月
に

か
け
て
の
会
談
記
録
文
書
が
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
。

（
�
）

沖
縄
返
還
交
渉
で
日
本
側
は
対
外
表
明
に
よ
り
「
朝
鮮
議
事
録
」
を
置
き
換
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
朝
鮮
議
事

録
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
日
米
間
で
明
確
な
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
事
前
協
議
な
し
の
基
地

使
用
は
考
え
ら
れ
ず
、
朝
鮮
議
事
録
は
事
実
上
失
効
し
た
と
み
て
よ
い
。

二



（
�
）

七
十
年
代
、
米
側
は
「
朝
鮮
議
事
録
」
の
延
長
を
日
本
側
に
提
起
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
、
「
議
事

録
を
未
解
決
の
ま
ま
と
し
、
正
式
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
と
し
な
い
」
と
い
う
形
で
、
米
側
も
日
本
側
の
立
場
を
事
実

上
受
け
入
れ
た
。
九
十
年
代
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
等
に
よ
り
、
事
実
上
、
本
件
議
事
録
は
過
去
の
も
の
と
な
っ

た
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
三
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
は
、
前
回
質
問
主
意
書
の
内
容
に
自
身
で
目
を
通
し
、
そ
の
内
容

を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
の
内
容
を
起
案
し
、
作
成
し
た
政
府
内
の
担
当
部
署
の
名
称
並
び
に
そ
こ
の
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
総
理
並
び
に
岸
田
大
臣
は
、
二
の
部
署
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
答
弁
の
内
容
に
目
を
通
し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て

い
る
か
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
②
の
密
約
に
関
す
る
「
報
告
書
」
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
評
価
を
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
、
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
よ
り
、
外
交
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼
が
失
わ

三



れ
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
過
去
の
事
実
を
徹
底
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
九
月
か
ら
外
務
省
が
徹
底
し

た
調
査
（
以
下
「
外
務
省
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
平
成
二
十
二
年
三
月
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
政
権
に
よ
る
取
組
の
様
子
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
安
倍
内
閣
と
し
て
②
の

密
約
に
関
す
る
「
報
告
書
」
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
認
識
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

五

平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
の
参
考
人
質
疑
に
お
い
て
、
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た

元
外
務
事
務
次
官
の
斉
藤
邦
彦
氏
は
、
②
の
密
約
に
関
し
、
「
私
は
、
一
九
五
九
年
、
六
〇
年
当
時
、
朝
鮮
の
停
戦
か
ら
ま

だ
七
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
わ
け
で
、
朝
鮮
情
勢
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
非
常
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
万
一
の
場
合
は
一
瞬
の
遅
滞
も
な
く
出
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
そ
の
た
め
に
は
日
本
の
基
地
か
ら
の
出
動
も
行

う
と
い
う
権
利
、
こ
れ
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
強
い
希
望
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
事
前
協
議
制
度
と
い
う

の
は
、
米
軍
の
行
動
に
対
し
て
日
本
政
府
が
一
定
の
発
言
権
を
持
つ
と
い
う
新
し
い
仕
組
み
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
朝
鮮
有
事

に
関
し
て
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
行
動
に
移
れ
る
状
態
を
確
保
し
た
い
と
い
う
の
が
ア
メ

リ
カ
の
立
場
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
、
当
時
の
情
勢
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
政
府
の

要
求
を
十
分
に
理
解
し
て
、
こ
れ
に
応
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
不
公
表
に
し
た
か
と
い
う
こ
と
に

四



つ
い
て
は
、
こ
れ
は
私
の
推
測
に
す
ぎ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
合
意
文

書
を
公
表
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
、
中
国
を
無
用
に
刺
激
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
た
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
右
の
発
言
に
対
す
る
安
倍
内
閣
の
認
識
如
何
。

六

前
回
質
問
主
意
書
で
、
安
倍
内
閣
と
し
て
も
、
②
の
密
約
は
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答

弁
書
」
で
は
、
「
『
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
報
告
書
』
で
は
、
『
朝
鮮
議
事
録
』
が
密
約
と
い

う
性
格
を
帯
び
た
文
書
で
あ
る
と
の
認
識
を
日
本
側
交
渉
当
事
者
が
持
っ
て
い
た
の
は
確
実
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
」

と
し
つ
つ
、
一
方
で
は
、
「
他
方
で
、
外
務
省
調
査
の
報
告
書
は
、
『
日
本
側
は
、
沖
縄
返
還
交
渉
の
際
、
佐
藤
総
理
大

臣
・
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
の
共
同
声
明
及
び
佐
藤
総
理
大
臣
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
・
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
演
説
に
お
い

て
、
朝
鮮
有
事
の
際
の
対
応
に
つ
い
て
の
対
外
的
表
明
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
件
文
書
を
置
き
換
え
る
こ
と
を
意
図
し
て

対
米
交
渉
を
行
っ
た
。
他
方
、
本
件
議
事
録
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
日
米
の
間
で
あ
え
て
明
白
な
決
着
を
つ
け
な
い
ま
ま
、

交
渉
を
終
え
て
い
る
模
様
。
』
と
し
て
い
る
。
」
と
「
委
員
会
」
と
外
務
省
双
方
の
認
識
が
併
記
さ
れ
、
「
当
時
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
簡
単
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
…
。
」
と
の
玉
虫
色
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
「
前
回

答
弁
書
」
に
あ
る
よ
う
な
ご
ま
か
し
、
す
り
替
え
の
答
弁
で
は
な
く
、
五
で
挙
げ
た
斉
藤
元
次
官
の
発
言
も
踏
ま
え
、
安
倍

五



内
閣
と
し
て
②
の
密
約
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


